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新・歴史博物館の概要 

尼崎市教育委員会・尼崎市 

（歴博・文化財担当、地域研究史料館） 

１．はじめに 

２千年を超える長い歴史を有し、中世には港町、近世には城下町として栄え、明治以降は産業

都市として発展してきた尼崎には、多くの歴史遺産が存在する。これまで、文化財収蔵庫と地域

研究史料館において本市の歴史遺産の収集・保存・展示・利用等を行ってきた。 

両施設の機能を統合し、本市の豊かな歴史や文化を理解し、未来を展望するために必要な学び

の場としての役割を果たすとともに、本市の過去と現在の営みを後世に伝え、未来の検証にゆだ

ねる役割をもつ歴史博物館を設置する。 

歴史博物館では尼崎城とも連携するなど市内外に広く情報を発信し、まちの歴史に対する市

民の深い理解と誇りを育むことで、市民文化の発展向上や自治のまちづくり、本市の魅力向上に

寄与する。 

２．施設概要 

（１）理念・方針 

① 理念 

尼崎の歴史文化に学び、未来に向けた新たな活動が生まれる拠点 

② 方針 

・ボランティアや市民団体等が活動に参画する市民と共にあゆむ博物館 

・子どもたちの初めての博物館体験を大切にした学校教育との積極的連携 

・体験・交流型の活動や市民の歴史研究の場としてレファレンスを重視 

③ 特色 

・歴史的建造物である旧尼崎高等女学校校舎（昭和１３年築）を文化財として保存・活用 

・歴史博物館、埋蔵文化財センター、公文書館（地域研究史料館）の機能を併せ持つ歴史文

化の拠点 

・歴史・考古・民俗・美術等に関する資料を一括して広く収集・整理・保存し、展示・公

開、教育普及、市民活動支援、調査研究の諸機能を集約 

・子どもから大人までわかりやすい展示や子どもたちが歴史体験できる場を整備 

・市民自らの歴史文化を生かした新たなまちづくり活動の創出に貢献 

④ 目標来館者数  

年間５万人 

（２）名称 

   尼崎市立歴史博物館（博物館法に基づく登録博物館） 
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（３）所在地 

尼崎市南城内１０-２（江戸時代の尼崎城の本丸と内堀付近） 

（４）建物の構造等 

鉄筋コンクリート造り ３階建て 

延床面積約４，７００㎡（琴城分校除く）、敷地面積約９，４００㎡ 

（５）主な諸室 

１階 事務室・埋蔵文化財関係 
事務室・市民活動室・埋蔵作業室・遺物洗浄室・遺
物整理室・一時収蔵庫等 

２階 常設展示・資料収蔵整理関係
ガイダンス室・常設展示室・特別収蔵庫・資料整理
室・写真室・書庫等 

３階
企画展示・教育普及関係 
あまがさきアーカイブズ関係

企画展示室・展示学習室・体験学習室・講座室等 
地域史料閲覧室・収蔵庫・書庫・フィルム写真庫等

（６）駐車場 

   歴史博物館前に有料駐車場を整備（約４０台） 

３．機能 

（１）文化財保護活用 

（２）資料収集・整理・保存 

（３）展示・公開 

（４）教育普及 

（５）市民活動支援 

（６）調査研究 

（研究紀要の発行等） 

（７）歴史文化情報発信 

（８）レファレンス 

４．館内の概要 

（１）展示エリア 

２階に常設展示室、３階に企画展示室を設置し、各階のホールや廊下にもパネル等を展示

する。また、昭和戦前期の学校校舎そのものを展示資料と位置づけ、館内を丸ごと展示施設

として活用する。 

歴史博物館

出土遺物
保管庫

駐車場

歴史博物館

産業資料展示室

尼崎城天守
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① 常設展示【２・３階】 

・常設展示は次の３部で構成することにより、誰にでもわかりやすく関心を持てるように展開。 

内 容 場 所
【概論】尼崎の歴史の大きな流れをわかりやすく伝える ２階廊下壁面
【各論】歴史資料や文化財を展示し各時代の歴史を詳しく伝える ２階各展示室
【特論】戦災や自然災害、公害問題等を乗り越えてきた尼崎の現代史につ

いてより詳しく伝える
３階廊下壁面

・常設展示【２階】の概要 

展 示 室 内 容 主な展示資料

ガイダンス室 
中学校時代の教室をそのまま残し、思い 
出の学び舎としての歴史を伝える一室 
団体見学時のガイダンスに使用 

学校時代の歴史資料 
生徒の制作物 
空気清浄機 

常設展示室１ 
（原始） 

尼崎の土地の成り立ちと、米づくりが始
まった弥生時代から、前方後円墳も築か
れた古墳時代までを対象 

武庫庄
む こ の し ょ う

遺跡
い せ き

出土柱
しゅつどちゅう

根
こ ん

水堂
み ず ど う

古墳
こ ふ ん

三角
さ ん か く

縁
ぶ ち

神
し ん

獣
じゅう

鏡
きょう

金・銀の耳環
じ か ん

常設展示室２ 
（古代・中世） 

猪名寺廃寺が建立され荘園が多く形成さ
れた古代から、戦国の争乱に町が巻き込
まれていく中世までを対象 

猪名寺廃寺鴟
い な で ら は い じ し

尾
び

摂津
せ っ つ

職
し き

河辺郡
か わ べ ぐ ん

猪
い

名所
な し ょ

地図
ち ず

豊臣
と よ と み

秀
ひ で

吉
よ し

朱印状
しゅいんじょう

常設展示室３・４
（近世） 

尼崎城の築城から城下町の繁栄と尼崎藩
の盛衰など江戸時代の政治・経済・文化
を対象 

火事
か じ

兜
かぶと

、尼崎
あまがさき

産魚
さ ん ぎ ょ

尼崎城本丸復元模型 
尼崎城天守閣図 

常設展示室５ 
（近代） 

幕末期から工業都市として発展した明治
大正期を経て南部は工業都市、北部は住
宅都市として歩んだ戦前戦中までを対象 

尼紡
あ ま ぼ う

本社絵葉書 
武庫之荘住宅地広告 
大尼崎鳥瞰

ちょうかん

図
ず

常設展示室６ 
（現代） 

戦後復興期から高度経済成長期を経て、
様々な都市問題を解決しながら現在に至
った現代の尼崎を紹介 

防潮堤
ぼうちょうてい

完成記念写真帖 
新市庁舎パンフレット 
災害・公害等関係資料 

（別棟・旧技術棟） 

産業資料展示室 
大型の産業機械等を展示し尼崎の工業史
を紹介 

旧尼崎第一・第二発電所
関係資料、リング精紡機

せ い ぼ う き

② 企画展示【３階】 

・企画展示室（約１００㎡）には他都市博物館等から借用した資料の展示が可能な博物館専

用展示ケースを設置。 

・隣接する展示学習室（約１００㎡）でも展示パネルや移動式展示ケースを利用した展示を

行うことができ、企画展示室とあわせて２００㎡規模の特別展・企画展が開催可能。 

（２）教育普及・学習活動エリア【３階】 

講座室・体験学習室・展示学習室を活用し、学校団体の来館を積極的に受け入れ、学校教 

育との連携を図る。 

① 講座室 

・市民向けの講座や学習会等を開催。１００人程度収容可能。 

② 展示学習室・体験学習室 

・様々な体験学習会等の会場として活用。展示学習室は展示以外に学習室として活用可能。 
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（３）公文書館機能エリア（あまがさきアーカイブズ 地域研究史料館部門）【３階】 

これまでの地域研究史料館の活動を引き継ぎ、歴史的公文書をはじめ公害や阪神・淡路大

震災といった現代も含む地域の歴史に関わる様々な史料を収集、整理し、レファレンスサー

ビスを実施する。 

① 地域史料閲覧室 

職員が調べ方などの相談に対応。閲覧・複写サービスの実施。 

デジタルアーカイブの構築・公開。 

② 地域史料収蔵庫・地域史料書庫・フィルム写真庫 

歴史的公文書・行政刊行物、古文書、近現代文書類、図書、紀要・雑誌、地図類、絵はが

き、市内外写真群・フィルム類、新聞・映像・音響史料等を収蔵。 

５．開館時間等 

（１）開館時間 午前９時から午後５時まで 

（２）休館日  月曜日、年末年始 

（３）観覧料  無料（ただし、特別な催しを行う場合は料金を徴収する場合がある） 

６．リニューアルオープン 

  令和２年 10月 9 日（金） 開館記念式典 

      10 月 10 日（土） 開館 

以 上 

【デジタルアーカイブ】 
尼崎及び尼崎と歴史的に関わる歴史情報を、市内外に発信するサイトの運用・公開 
Web 版 図説尼崎の歴史、Web 版尼崎地域史事典"apedia"、尼崎藩家臣団データベース"分限"、絵
はがきデータベース"あまがさき PCD"、所蔵文書群の概要・目録情報等 
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１階平面図

2階平面図

3階平面図
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作業室

ホール
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考古資料 

洗浄室２

考古資料 

洗浄室１

考古資料整理室
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一時収蔵庫

成良中学校琴城分校 

ＷＣ 

ガイダンス室
常設展示室１

（原始）

常設展示室２

（古代中世）

常設展示室３

（近世）

常設展示準備室

常設展示室４

（近世）

常設展示室５

（近代）

常設展示室６
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企画展示室 

体験学習

備品庫
体験学習室

展示学習室 

企画展示準備室

展示備品庫

応接室

地域史料収蔵庫

更衣室

玄関

搬入口

ＷＣ 

ＷＣ 

EV

EV

EV

あまがさき
アーカイブズ 

（地域研究史料館部門）

玄関


